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離
島
航
空
路
運
賃
割
引
補
助
金
や
港
町
地
区
共
同

受
信
組
合
補
助
金
、
雄
忠
志
内
船
揚
場
整
備
工
事
な

ど
、
4
4
4
9
万
4
千
円
を
追
加
す
る
一
般
会
計
補

正
予
算
と
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

第
3
回
定
例
会
は
、
9

月
20
日
か
ら
21
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
町
長

か
ら
提
案
さ
れ
た
一
般
会

計
ほ
か
港
湾
整
備
事
業
特

別
会
計
の
補
正
予
算
、
請

負
契
約
の
変
更
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
の

結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
各

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
が
提
案
さ
れ
、
議
長
及

び
議
会
選
出
監
査
委
員
を

除
く
議
員
全
員
に
よ
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
（
前

田
芳
久
委
員
長
）
を
設
置

し
審
査
し
ま
し
た
。

離島航空路運賃割引補助金・・・・・・・・・・・・・300万円
港町地区共同受信組合補助金・・・・・・・・・・・・1177万9千円
自治会館等整備事業補助金・・・・・・・・・・・・・75万4千円
水産環境整備事業負担金・・・・・・・・・・・・・・50万円
漁業振興施設整備事業補助金・・・・・・・・・・・・320万円
雄忠志内船揚場整備工事・・・・・・・・・・・・・・1586万8千円
鴛泊港整備事業負担金・・・・・・・・・・・・・・・1150万円
鬼脇スキー場照明柱取替工事・・・・・・・・・・・・119万7千円

会　計　名

一　　般　　会　　計

港湾整備事業特別会計

補正予算額 補正後の総額

4449万4千円

113万5千円

40億3425万1千円

2億1248万7千円

施
状
況
は
7
市
町
村
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
1
回
接
種
で
7
千
円
弱

の
費
用
で
市
町
村
負
担
は
3
千
5

0
0
円
か
ら
6
千
5
0
0
円
、
対

象
年
齢
に
も
65
歳
以
上
、
70
歳
以

上
と
幅
が
あ
り
ま
す
。
接
種
助
成

対
象
年
齢
に
よ
り
相
当
額
の
費
用

が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を

含
め
て
検
討
中
で
す
。

A 

町
長　

離
島
の
ハ
ン
デ
ィ
上

か
ら
も
配
慮
し
た
い
。
本
人
負
担

も
出
て
き
ま
す
の
で
検
討
の
結
果

を
見
な
が
ら
考
え
ま
す
。

Q 

米
谷
議
員　

漁
業
振
興
施
設

整
備
事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

A 

産
業
建
設
課
長　

漁
業
協
同

組
合
が
北
海
道
に
補
助
事
業
の
申

請
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
採
択

の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
の
で
補
助

金
と
し
て
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

整
備
す
る
機
器
は
、
自
動
梱
包
機
、

真
空
包
装
機
、
脱
パ
ン
機
で
す
。

▽
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
旅
客
施
設

建
設
工
事
（
建
築
主
体
）
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
設
計
変

更
（
杭
打
工
事
）
に
よ
り
請
負
金

額
を
増
額
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

請
負
契
約
の
変
更

第3回定例会
●会　　期　9月20日～21日

補
正
予
算

補 正 予 算 の 主 な 内 容

Q 

俵
谷
議
員　

北
海
道
漁
船
海

難
救
済
基
金
協
会
解
散
の
理
由
と

解
散
後
の
業
務
の
継
承
は
。

A 

産
業
建
設
課
長　

保
険
業
法

の
改
正
に
よ
り
保
険
業
法
の
適
用

を
受
け
る
団
体
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
業
務
を
維
持
で
き
な
く
な
り
解

散
を
決
定
し
ま
し
た
。
解
散
後
の

業
務
は
海
難
救
済
セ
ン
タ
ー
に
継

承
さ
れ
ま
す
。

Q 

俵
谷
議
員　

ロ
ー
タ
リ
ー
除

雪
車
購
入
費
減
額
の
要
因
は
。

A 

産
業
建
設
課
長　

入
札
執
行

減
に
よ
る
も
の
で
、
車
種
・
能
力

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q 

田
村
議
員　

雄
忠
志
内
船
揚

場
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
時
化

に
よ
り
2
箇
所
整
備
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
。

A 

産
業
建
設
課
長　

予
算
計
上

し
て
い
る
整
備
工
事
費
は
1
箇
所

分
で
す
が
、
他
の
1
箇
所
分
に
つ

い
て
は
現
地
と
の
話
し
合
い
に
よ

り
そ
の
都
度
修
繕
費
で
対
応
し
ま

す
。Q 

藤
井
議
員　

老
齢
者
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

他
町
村
の
実
施
状
況
と
本
町
で
の

実
施
予
定
は
。

A 
福
祉
課
長　

宗
谷
管
内
の
実

質　

疑
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平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
、
特

別
会
計
を
合
計
し
た
形
式
収
支
は
、

3
9
5
7
万
円
の
黒
字
で
す
。

　

一
般
会
計
に
お
い
て
歳
入
の
主

な
も
の
は
、
行
政
運
営
に
当
た
っ

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
や
、
国
や
道
か
ら
の
依
存
財
源

自
主
財
源
は
、

滞
納
総
額
は
、

　
　
　

6
千
1
5
4
万
円

　

平
成
23
年
度
各
会
計
決
算
審
査
特

別
委
員
会
は
9
月
20
日
か
ら
21
日
に

開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
全
11
会
計
の

決
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て

69
億
4
3
4
6
万
円
と
な
り
、
審
査

の
結
果
、
全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

が
83
．
7
％
を
占
め
、
自
主
財
源

で
あ
る
町
税
や
使
用
料
な
ど
は
16
．

3
％
と
な
っ
て
お
り
、
町
の
財
政

は
国
や
道
か
ら
の
お
金
と
借
入
金

に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
人
件
費
や

扶
助
費
、
公
債
費
を
含
め
た
義
務

的
経
費
が
全
体
の
32
％
を
占
め
、

う
ち
借
入
金
の
返
済
で
あ
る
公
債

費
が
17
．
8
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
末
の
滞
納
総
額
は

6
千
1
5
4
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
度
に
比
べ
1
5
1

万
円
多
く
な
っ
て
お
り
、
長
引
く

経
済
不
況
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
行

政
運
営
が
強
い
ら
れ
て
い
る
中
、

町
民
負
担
の
公
平
・
公
正
を
図
る

観
点
か
ら
も
未
収
金
対
策
に
つ
い

て
は
厳
正
に
対
処
さ
れ
る
よ
う
、議

会
と
し
て
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

不納欠損　
滞納者が破産、死亡、行方不明、時効などにより、
滞納分の税金などが徴収できなくなった場合、その
金額を消滅させること。

金額の単位は「万円」で切り捨てていますので、差引・合計が合致しません。

金額の単位は「万円」で切り捨てていますので、差引・合計が合致しない場合があります。

町税等未収金の状況　　－平成23年度－

各会計の状況　　－平成23年度－

一般会計　49億6768万円
特別会計　19億7578万円

会　計　名
一　般　会　計
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業
港 湾 整 備 事 業
温　泉　事　業
国民健康保険事業
後期高齢者医療
介 護 保 険 事 業
介 護 サ ー ビ ス
歯　科　施　設
国民健康保険施設
合　　　計

歳　　入 歳　　出 差　　引
49億9443万円

8443万円
2億8381万円
5711万円
6818万円

4億7507万円
4178万円

3億1936万円
5億3945万円
4276万円
7660万円

69億8304万円

49億6768万円
8423万円

2億8351万円
5685万円
6783万円

4億6617万円
4145万円

3億1916万円
5億3941万円
4267万円
7450万円

69億4346万円

2675万円
20万円
30万円
25万円
35万円
890万円
37万円
20万円
4万円
8万円

209万円
3957万円

区　　分
町　　　　　　税
保　　育　　料
住 宅 使 用 料
水 道 使 用 料
下 水 道 使 用 料
港 湾 使 用 料
国民健康保険税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料
貸付金元利収入
合　　　計

平成23年度 不納欠損額 平成22年度
994万円
8万円

899万円
538万円
198万円
46万円

2230万円
161万円
46万円
989万円
6154万円

440万円

321万円

761万円

1130万円
5万円

811万円
393万円
135万円
52万円

2211万円
159万円
53万円
979万円
6003万円

決
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
23
年
度
決
算

一般会計　49億6768万
特別会計　19億7578万6969億           43464346万円
を認定認定

69億      4346万円
を認定
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“決算審査特別委員会の質疑内容”

な
っ
た
も
の
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

Q 

靴
洗
場
に
つ
い
て
一
部
苦
情

が
あ
る
よ
う
だ
が
。

A 

登
山
靴
の
種
類
に
よ
っ
て
苦

情
が
あ
る
よ
う
で
す
の
で
状
況
を

確
認
し
対
処
し
ま
す
。

Q 

大
雨
の
と
き
に
施
設
の
一
部

に
雨
水
の
浸
入
が
あ
っ
た
よ
う
だ

が
。
ま
た
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
の

コ
イ
ン
制
、
利
用
時
間
に
つ
い
て

検
討
の
余
地
は
ど
う
か
。

A 
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
よ
る
外
構
工

事
で
対
応
し
現
在
様
子
を
み
て
い

ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
の
コ
イ

ン
式
は
故
障
が
多
い
と
い
う
指
摘

が
あ
り
、
現
在
の
方
法
を
選
択
し

ま
し
た
。
利
用
時
間
に
つ
い
て
は

利
用
す
る
皆
さ
ん
の
モ
ラ
ル
の
問

題
も
あ
り
、
管
理
人
が
滞
在
す
る

現
在
の
時
間
帯
で
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

Q 

沼
の
沢
砂
防
工
事
の
事
業
主

体
、
事
業
期
間
、
事
業
に
至
る
経

緯
は
。

A 

稚
内
建
設
管
理
部
が
行
っ
て

お
り
、
事
業
は
今
年
度
で
終
了
予

定
で
す
。

A 

沼
の
沢
は
過
去
に
水
害
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
北
海
道
が
土
砂

災
害
警
戒
区
域
に
指
定
し
堤
防
等

の
工
事
を
行
っ
て
お
り
今
年
度
で

終
了
し
ま
す
。

　

事
業
実
施
の
際
に
は
町
、
地
権

Q 

北
海
道
市
町
村
共
済
組
合
が

運
営
す
る
札
幌
市
内
ホ
テ
ル
を
、

市
町
村
職
員
が
公
務
で
利
用
す
る

際
に
、
福
利
厚
生
を
目
的
と
し
た

助
成
制
度
を
利
用
し
た
い
わ
ゆ
る

公
費
二
重
取
り
の
報
道
が
あ
り
ま

す
が
、
本
町
の
実
態
と
今
後
の
対

応
は
。

A 

市
内
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
事

実
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
調
査
を

し
て
い
な
い
の
で
金
額
に
つ
い
て

は
不
明
で
す
。

　

共
済
組
合
が
現
在
制
度
の
手
続

き
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
推
移
を
見
て
い
ま

す
。Q 

税
金
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て

は
公
平
性
が
求
め
ら
れ
る
の
で
助

成
制
度
を
改
正
す
べ
き
で
は
。

A 

共
済
組
合
で
は
制
度
内
容
、

手
続
き
な
ど
の
見
直
し
中
で
あ
り
、

改
善
策
は
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ホ
テ
ル
を
利
用
し
た
場
合
に
は
、

助
成
を
受
け
る
額
を
減
額
し
た
額

で
の
旅
費
の
支
給
と
、
領
収
書
を

添
付
し
て
精
算
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

Q 

北
麓
野
営
場
整
備
後
の
利
用

形
態
と
効
果
は
。

A 

整
備
後
は
こ
れ
ま
で
の
苦
情

等
が
解
消
さ
れ
て
お
り
、
交
流
で

き
る
場
に
な
っ
た
こ
と
、
シ
ャ
ワ

ー
や
靴
洗
場
も
利
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
快
適
に
利
用
し
や
す
く

者
、
住
民
の
方
々
に
も
現
地
で
説

明
会
を
開
催
し
、
地
権
者
に
補
償

を
行
い
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。

Q 

大
雨
に
よ
る
湾
内
地
区
の
通

行
止
め
で
、
実
際
に
通
行
止
め
に

な
っ
た
時
間
と
、
防
災
無
線
放
送

の
時
間
に
「
ず
れ
」
が
あ
り
ま
し

た
。
通
行
止
め
の
可
能
性
が
あ
る

場
合
の
予
告
放
送
を
含
め
、
24
時

間
態
勢
で
放
送
す
べ
き
で
は
。

A 

今
後
、
放
送
で
き
る
よ
う
に

進
め
た
い
。
ま
た
、
予
想
さ
れ
る

場
合
に
も
早
め
に
住
民
の
方
々
に

お
知
ら
せ
し
た
い
。

Q 

町
内
小
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
配
置
状
況
と
授
業
で
の

活
用
状
況
は
。

A 

小
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

は
平
成
20
年
に
29
台
購
入
し
60
ヶ

月
リ
ー
ス
で
支
払
っ
て
い
ま
す
。

配
置
状
況
は
利
尻
小
8
台
。
鴛
泊

小
15
台
。
本
泊
小
6
台
と
な
っ
て

い
ま
す
。
活
用
に
つ
い
て
は
各
授

業
に
応
じ
て
教
師
が
事
前
に
教
師

用
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
で
活
用

し
て
い
ま
す
。

Q 

教
育
現
場
へ
の
指
導
体
制
は
。

A 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

は
他
の
電
子
機
器
も
含
め
総
合
的

な
学
習
等
の
時
間
に
も
有
効
利
用

さ
れ
て
い
る
と
押
さ
え
て
い
ま
す
。

学
校
現
場
に
確
認
し
た
い
。

A 

各
学
校
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
使
っ
た
授
業
は
行
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

十
分
授
業
に
使
っ
て
い
く
よ
う
に

指
導
し
た
い
。

Q 

郷
土
資
料
館
は
町
の
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建
物
で

す
が
、
改
修
工
事
に
よ
り
側
面
の

窓
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
文
化

財
の
改
修
工
事
は
文
化
財
を
保
護

す
る
こ
と
か
ら
原
型
復
旧
が
基
本

で
す
が
、
工
事
内
容
を
文
化
財
専

門
委
員
に
諮
っ
た
の
か
ど
う
か
。

A 

窓
枠
の
腐
食
が
激
し
く
撤
去

す
る
と
い
う
方
向
で
、
南
側
の
窓

を
撤
去
し
ま
し
た
。
文
化
財
専
門

委
員
に
は
事
後
報
告
を
し
ま
し
た
。

Q 

旧
鬼
脇
村
役
場
の
建
築
構
造

は
、
現
代
建
築
と
は
違
っ
て
特
殊

な
構
造
と
歴
史
性
か
ら
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
文
化
財

を
保
護
す
る
立
場
か
ら
専
門
委
員

を
置
い
て
い
る
観
点
か
ら
は
事
後

報
告
で
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら

な
い
の
で
は
。
ま
た
復
元
す
る
こ

と
の
検
討
は
。

A 

復
元
に
つ
い
て
は
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
の
で
検
討
し
ま
す
。

A 

文
化
財
を
修
復
す
る
場
合
は

原
型
を
留
め
る
こ
と
が
最
重
要
課

題
で
す
の
で
、
原
型
を
壊
さ
な
い

よ
う
維
持
・
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
文
化
財
保
護
専
門
委
員
会

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
文
化
財
保

護
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q 

文
化
財
専
門
委
員
に
諮
問
す

る
こ
と
な
く
事
業
を
進
め
結
果
報

告
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
文
化

財
保
護
行
政
を
理
解
し
て
い
な
い

の
で
は
。

A 

善
後
策
を
含
め
て
こ
れ
か
ら

の
文
化
財
保
護
に
努
め
ま
す
。

Q 

全
国
的
に
子
ど
も
の
い
じ
め

・
自
殺
の
問
題
が
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
町
に
お
け
る
い
じ
め

問
題
に
つ
い
て
の
現
状
は
。

A 

文
部
科
学
省
か
ら
調
査
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。
い
じ
め
の
定
義

は
難
し
い
で
す
が
調
査
の
結
果
、

い
じ
め
の
事
案
は
あ
り
ま
せ
ん
と

い
う
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

Q 

固
定
資
産
税
の
不
納
欠
損
が

増
加
し
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

A 

個
別
に
対
応
し
て
き
ま
し
た

が
、
倒
産
、
死
亡
、
所
在
不
明
、

生
活
困
窮
合
わ
せ
て
7
件
を
不
納

欠
損
し
ま
し
た
。

　



5

で
搭
乗
率
58
・
9
％
、
7
月
は
往

復
4
千
6
6
8
人
で
搭
乗
率
61
・

7
％
、
8
月
は
往
復
3
千
8
0
5

人
で
搭
乗
率
50
・
3
％
に
な
り
ま

し
た
。

　

チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
つ
い
て
は
、

9
月
1
日
か
ら
2
日
ま
で
千
歳
・

利
尻
・
中
標
津
間
を
運
行
し
、
乗

降
客
は
1
日
が
2
4
5
人
で
97
・

2
％
の
搭
乗
率
、
2
日
は
2
3
8

人
で
94
・
4
％
の
搭
乗
率
に
な
り

ま
し
た
。

◎
利
尻
・
丘
珠
間
航
空
運
賃
の
割

引
に
つ
い
て

　

10
月
1
日
か
ら
利
尻
・
丘
珠
間

の
Ｈ
Ａ
Ｃ
利
用
者
に
限
り
離
島
住

民
割
引
を
拡
大
し
ま
す
。

　

国
か
ら
割
引
に
対
す
る
助
成
を

受
け
る
た
め
、
通
年
運
航
路
線
の

み
の
対
象
と
な
り
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
搭
乗

者
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｎ
Ａ
は
季
節
運
航
の

た
め
離
島
割
引
運
賃
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

◎
普
通
交
付
税
の
額
の
確
定
に
つ

い
て

　

本
年
度
の
普
通
地
方
交
付
税
の

額
が
20
億
2
千
6
5
4
万
6
千
円

に
確
定
し
、
前
年
対
比
5
千
67
万

8
千
円
の
減
額
と
な
り
、
2
年
間

で
1
億
2
千
8
0
0
万
円
が
減
額

に
な
り
ま
し
た
。

◎
東
映
60
周
年
記
念
映
画
「
北
の

カ
ナ
リ
ア
た
ち
」
の
ロ
ケ
終
了
に

つ
い
て

　

昨
年
12
月
か
ら
は
始
ま
っ
た

「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」
の
冬
の

ロ
ケ
、
6
月
の
夏
の
ロ
ケ
が
、
2

0
0
人
以
上
の
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
・
ご
支
援
が
あ
っ
て
撮
影
が

終
了
し
ま
し
た
。

　

「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」
の
ロ

ケ
地
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
、
ロ
ケ

隊
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
、
カ
メ
ラ

マ
ン
の
木
村
大
作
氏
に
よ
る
講
演

会
の
開
催
、
報
道
・
マ
ス
コ
ミ
取

材
共
同
会
見
と
歓
迎
会
、
東
映
主

催
に
よ
る
感
謝
の
夕
べ
等
々
が
開

催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
原
作
家
の

湊
か
な
え
氏
も
来
島
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
日
程
は
10
月
3
日
に
東

京
で
の
完
成
披
露
試
写
会
、
先
行

上
映
会
、
11
月
3
日
に
東
映
系
映

画
館
で
全
国
公
開
と
い
う
運
び
に

な
り
ま
す
。

◎
利
尻
郡
清
掃
施
設
組
合
衛
生
セ

ン
タ
ー
の
廃
止
に
つ
い
て

　

9
月
末
で
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
し

尿
処
理
施
設
）
が
全
面
閉
鎖
と
な

り
ま
す
。
し
尿
の
収
集
業
務
は
利

尻
富
士
町
・
利
尻
町
が
行
っ
て
お

り
、
処
理
は
ミ
ッ
ク
ス
事
業
に
よ

っ
て
共
同
処
理
し
て
い
ま
す
。

▽
平
成
23
年
度
利
尻
富
士
町
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
が
町
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

◎
利
尻
空
港
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
　

利
尻
・
丘
珠
間
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
）
は
、

6
月
は
往
復
1
千
80
人
で
搭
乗
率

50
％
、
7
月
は
往
復
1
千
1
4
7

人
で
搭
乗
率
54
・
9
％
、
8
月
は

往
復
1
千
2
8
1
人
で
搭
乗
率
59

・
3
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

利
尻
・
新
千
歳
間
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

は
、
6
月
は
往
復
4
千
4
5
2
人

行 政 報 告行 政 報 告
　第３回定例会において、町長より「利尻空港の利

用状況について」ほか４件について行政報告があり

ました。

　歳出においては、昨今の厳しい財政事情の中にありながら、国の交付金等を活用し、町民生活に直結
する事業を実施しながら、行財政改革を継続した取り組みに努め効率的な行政運営を図り、効率性を十
分考慮し経済的に執行されたものと認めるところであります。
　歳入については、税収入や各種使用料収入等の徴収に向けての事務担当者の努力は一定の評価をする
ものの、町税、国保税、各種使用料等の新たな収入未済額の発生防止に努めるとともに、滞納額につい
ては、厳しい経済情勢ではあっても負担の公平性を欠くものであり、滞納の実態に応じた収納方法を十
分検討し、収入確保の実績が向上するようさらに努力されたい。
　本特別委員会での審査の過程における、各委員からの意見及び提言、さらに質疑された内容を把握の
上、反省事項、改善工夫事項として認識され、今後の行政執行や予算編成に生かし行財政運営の改善に
役立てるよう努力されたい。

委 員 長　前　田　芳　久
副委員長　米　谷　　　篤

決算審査特別委員会報告書（抜粋）

報　
　
　

告
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9
日　

福
島
県
議
会
企
画
環
境
委
員
会
行
政
調
査

10
日　

利
尻
空
港
開
港
50
周
年
記
念
式
典

11
日　

鴛
泊
港
新
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
着
工
式
・
祝
賀
会

21
日　

宗
谷
地
域
政
策
懇
談
会

　
〃　

長
崎
県
議
会
離
島
・
半
島
地
域
振
興
特
別
委
員
会

　
　
　

行
政
調
査

25
日　

利
尻
島
鬼
脇
会
（
札
幌
市
、
議
長
）

2
日　

消
防
団
活
性
化
事
業

4
日　

第
3
回
総
務
民
教
産
建
常
任
委
員
会

13
日　

議
会
運
営
委
員
会

20
日　

第
3
回
定
例
町
議
会
（
至
21
日
）

3
日　

「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」
完
成
披
露
試
写
会
（
東

　
　
　

京
都
、
議
長
）

7
日　

鬼
脇
保
育
所
・
利
尻
小
学
校
合
同
学
芸
会

10
日　

敬
老
会
（
鴛
泊
地
区
）

　
〃　

鬼
脇
金
刀
昆
羅
神
社
例
大
祭

11
日　

敬
老
会
（
鬼
脇
地
区
）

議

会

日

誌

　

残
暑
厳
し
か
っ
た
9
月
で
し
た
が
、
利
尻
富
士

に
も
初
冠
雪
が
あ
り
一
気
に
晩
秋
の
様
相
を
呈
し

て
来
ま
し
た
。

　

海
水
温
が
高
く
ス
タ
ー
ト
が
振
る
わ
な
か
っ
た

秋
サ
ケ
漁
で
し
た
が
後
半
に
入
り
一
気
に
好
漁
に

転
じ
関
係
者
を
喜
ば
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
一
方
の

観
光
産
業
は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年

を
経
過
し
、
せ
め
て
一
昨
年
並
み
の
入
り
込
み
を

期
待
し
て
の
今
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
が
、
結
果
は
残

念
な
が
ら
厳
し
い
状
態
か
ら
脱
す
る
事
が
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

宗
谷
管
内
の
人
口
動
向
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
全
体
で
1
．
7
％
減
と
の
こ
と
。

本
町
も
50
人
減
で
管
内
の
平
均
と
同
じ
で
す
。
し

か
し
同
じ
過
疎
で
も
本
町
の
よ
う
に
幼
少
児
が
増

え
て
い
る
町
は
稀
と
思
わ
れ
ま
す
。
基
幹
産
業
の

漁
業
は
、
従
事
者
が
減
少
・
高
齢
化
し
て
い
る
事

を
考
え
る
と
、
こ
の
現
象
は
平
成
12
〜
16
年
頃
の

観
光
の
ピ
ー
ク
と
関
連
し
て
い
る
と
考
察
さ
れ
ま

す
。
観
光
産
業
は
設
備
産
業
と
も
言
わ
れ
、
そ
の

経
済
効
果
は
雇
用
も
含
め
幅
広
い
分
野
に
波
及
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
頃
の
高
い
経
済

効
果
が
町
内
に
若
者
を
定
着
さ
せ
、
そ
れ
が
現
在

に
繋
が
っ
て
い
る
大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

近
年
の
観
光
の
衰
退
は
、
未
来
の
希
望
に
繋
が
る

本
町
の
強
み
を
消
し
去
っ
て
し
ま
う
大
き
な
不
安

要
素
で
す
が
、
何
と
し
て
も
子
ど
も
達
が
こ
れ
か

ら
も
こ
の
町
で
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み

を
、
私
達
の
世
代
が
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ず
ー
っ
と
子
ど
も
達
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
。

そ
ん
な
町
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

田
村　
　

修

　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

米
谷　
　

篤

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

前
田　

芳
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

伊
藤　

信
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

黒
川　

健
一

8
月

9
月

10
月

11
月

12
日　

表
彰
者
選
考
委
員
会

15
日　

全
国
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

　
　
　

離
島
振
興
法
改
正
・
延
長
実
現
感
謝
会
（
東
京
都
、

　
　
　

議
長
）

20
日　

平
成
24
年
度
利
尻
富
士
町
生
活
安
全
大
会

21
日　

松
木
け
ん
こ
う
「
2
0
1
2
国
政
の
集
い
」

　
　
　

（
稚
内
市
、
議
長
）

　
〃　

鴛
泊
中
学
校
学
校
祭

26
日　

第
6
回
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
〃　

利
尻
富
士
町
小
中
文
化
交
流
会

28
日　

鴛
泊
保
育
所
お
遊
戯
会

30
日　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
鴛
泊
地
区
）

31
日　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
鬼
脇
地
区
）

1
日　

平
成
24
年
度
利
尻
富
士
町
功
労
者
表
彰
式

2
日　

第
2
回
臨
時
町
議
会

　
〃　

議
会
改
革
調
査
・
検
討
特
別
委
員
会

　
〃　

議
員
会
役
員
会
・
総
会
、
森
林
・
林
業
・
林
産
業

　
　
　

活
性
化
利
尻
富
士
議
員
連
盟
総
会

13
日　

離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
（
東
京
都
、

　
　
　

議
長
）

14
日　

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
（
東
京
都
、
議
長
）

委員会レポート・議会日誌・編集後記

11月27日　議会改革調査・検討特別委員会
　　〃 　　総務民教産建常任委員会
12月　　　議会運営委員会
　　　　　第４回定例会

※議会の予定は変更になる場合があります。議会事務局にご確認下さい。

議 会 の 予 定

委員会レポート・議会日誌・編集後記

9月4日
総務民教産建常任委員会

　総務民教産建常任委員会は、議会閉会中
継続調査として９月４日に開催し、ペシ岬
遊歩道現況調査外４件について調査しまし
た。
　常任委員会の報告事項は次のとおりです。

○ペシ岬遊歩道整備工事現況調査
　説明板等の設置により安全対策に配慮さ
れているが、今後も利用者の生の声の集約
を行うなど維持管理に適切な対応を求めま
す。

○バリアフリー対応旅客施設
　　　　　　　　建設工事現況調査
　建設工事は順調に進捗していますが、建
設工事中における近隣への粉塵対策につい
て指導を徹底されたい。

※
次
の
意
見
書
は
、
第
3
回

定
例
会
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
送
付

し
ま
し
た
。

◎
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

施
策
の
積
極
的
な
展
開
に
関

す
る
意
見
書
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